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B.省 力的 育林技術 に関す る研 究

宮島 寛

吉 良 今 朝芳

植栽方式溺下刈功程について

各植栽方式 〈正方形植え、水平並木植え、水平列植え、垂直並木植え、垂直列植え、巣植え〉

別に下刈鎌と刈払機とを使つた場合の作業功程を調査 した。その結果は植栽方式別にも、作業法

種類間にも有意差のあることが認められたo

まず植栽方式別には巣植え区が最小時間で足 り、正方形植えの約50%前 後の作業時間であり、

っ硲で錘直列植え、垂直並木植え、水平列植え、水平遊木植えの各区聞に大きな差がみられず、

いずれ も50～60%程 度の作業時間で足りている。

っぎに下メ嫌 と刈払機(ク ラィスカツター2型 盛総重量19.5Kg、 出力3.5～zgII))で の比

較では、すべての植栽方式で刈払機を用いた場合が長い作業時間を要 した。 このような結果にな

つた要因としてはつぎのことが考えられる。

まず第1に 作業員のなかに刈払機の使用について隊とんど熟練者がいなかつたこと、糞2に 年

令が5o才 以上の入で占められ、機櫨(対 する不安を相当もつていたこと、第5に 機体がまだま

だ重いことなどをあげることができるo

以上の調査結果から機械の導入にあたつて考慮すべき点 としては、

a)作 業員の質の問題を十分検討する必要があること。

(2)作 業方法を従来の下刈鎌による場合とは異なつた方法を考える必要があること。

⑤ 植栽間隔の検討が必要であることo

などである。


